
研修参加・ドキュメンテーション実施園
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

  永福保育園        
        ０~４歳児 城屋園舎（分園）  「  きらきらのどんぐり  」 

永福保育園

０〜４歳児　城屋園舎（分園）「きらきらのどんぐり」
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考察（育ち・学び） 
 散歩先で見つけた草花のいつもと違っている様子に気づき、思いを言葉で伝えていました。友達や保育者 
とやりとりをしていく中で「何やろ？」と不思議に思ったり触ってみたいという意欲につながりました。実 
際に触ってみたことで、冷たさや色の変化にも気付いてさらに興味・関心が深まっています。その後、図鑑 
や本を見て他にも冬ならではの現象があることを知り、次の散歩で見てみたいと期待も膨らんでいます。 

状況 経過 
 城屋園舎では少人数でアットホームな雰囲気の中、０歳児から４歳児の子ども達が異年齢で関わりなが 
らのびのびと過ごしています。 
 また、豊かな緑にも恵まれており、普段から自然に触れる機会が多くあります。秋から冬へと季節が移 
り変わっていく時期のある日、気温の低い午前中のいつもより早い時間からみんなで散歩に出かけました。 
           

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
 この時期ならではの自然に触れることを楽しみ、不思議に思ったり感動したりすることをねらいにしま 
した。冬の自然現象である霜が見られる場所を把握しておき、解けずに観察できるよういつもより早い時 
間に出発しています。子ども達の発見、気づきに保育士がすぐ答えを出してしまうのでなく、子ども自身 
や子ども同士のやり取りの中で不思議に思ったり考えたりできるよう促しました。 

  永福保育園        
        ０~４歳児 城屋園舎（分園）  「  きらきらのどんぐり  」 

本当やね。 
なんでかな？ 
触ってみる？ 

雪ではないね・・・ 
霜っていうんやで 

また、図鑑で見てみるわ 

先生、 
この葉っぱ白くなっとる 

雪ふっとらんのに 
・・・雪みたい 

冷たい！あれ？ 
白いんが消えた 
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

（ 岡田保育園 ）   

        4歳児 うさぎ組 「 落ち葉で遊ぼう！ 」   平成28年11月の遊びより 

ドキュメンテーションを作品展に展示（平成28年12月中旬） 
保護者･子ども・連携小学校教師等皆に情報発信 

ドキュメンテーションを作品展に展示（平成28年12月中旬） 
保護者･子ども・連携小学校教師等皆に情報発信 

岡田保育園

4歳児　うさぎ組 「落ち葉で遊ぼう！」　平成28 年11月の遊びより
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状況 経過 
 秋が深まると毎年始まる落ち葉遊びである。バケツや手押し車に落ち葉を入れ、今年は築山の周りに沢山集
まった。両手いっぱいに落ち葉を抱えちりばめたり、落ち葉の山に潜ったり、ジャンプ台クッションに見立て
たりと、遊びが展開していた。ダンボールでキャタピラ遊びをしていた子ども達が築山にやってきて、キャタ
ピラで築山から落ち葉へ転がる遊びに展開していった。次に、ダンボールが破れ、写真のように、滑り台遊び
へと展開していた。落ち葉集めや落ち葉へのダイビングは、3歳児、5歳児も参加していたが、このキャタピラ
から滑り台遊びは、4歳児が集まり、遊びが展開していた。 
 

保育者の関わり（ねらい・意図･環境） 
 繰り返される秋の遊びが、今年はどの様に展開するのかを見守った。その中から､ひとり一人の興味や好奇
心をさぐり、気付きや発見、呟きを聴きとった。 
 ダンボール箱、バケツ、手押し車、木ぎれなどは、子ども達が自由に使えるように、テラスや砂場近くの
素材置き場に常に置いてある。子ども達が使うであろうと予測を立て、環境の一つとして用意している。 
 ダンボールが破れた時点で、どの様に「子ども達が素材を変化させ遊びを創っていくのか」を大切に思い、
共感や期待、意欲に繋がる言葉をかけた。自分達で遊びを広げ創り出す力を付けて欲しいと願っている。 
 

考察（育ち･学び） 
 落ち葉遊びとジャンプ、キャタピラ遊びが繋がり、また滑り台へと変化したとき、友達同士の関わりが深
くなり、発想が豊かになってきていると感じた。「～したい」の目的がはっきりしており、楽しさを一緒に
味わうことで共有し、子ども同士の繋がりも感じた。 
 自己主張しすぎて意見がぶつかる姿も見られたが、伝えたい気持ちを表現し、相手の気持ちを受け止める､
折り合いを付けて遊びを広げていた姿に成長を感じた。 
 

こうして破れた段ボー
ルで滑り台になるやん 

おもしろいで 

段ボールの方がおしりよ
りも良く滑る 

屋根つけてみよ
うか 

段ボールの大きさ変え
たらどうなる？ 良いこと考え

たね 
 

おもしろいなぁ 
先生も滑りたい！ 
 

（ 岡田保育園 ）   

        4歳児 うさぎ組 「 落ち葉で遊ぼう！ 」   平成28年11月の遊びより 
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

 
  

 

さくら保育園

３歳児　ひまわり組 「楽器作り」
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

     平 保育園        
        ４歳児 ぱんだ組  「 かっこいいなきりん組 」 

平 保育園

４歳児　ぱんだ組 「かっこいいなきりん組」
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考察（育ち・学び） 
 軽いものは浮く・重いものは沈むという物の性質を理解し、その性質は普遍的だという事も理解してい 
るので、自分の考え・行動に自信を持っている。その知識を活かそうとし、友達に伝え協力して活動でき 
ている。そこで普段は出せないリーダー性が発揮できた。また、この活動を絶対に成功させたいというA君 
の思いの強さが伺える。 

 
 

状況 経過 
 牛乳パックでのいかだ作りでは、水が入り沈んでしまった。一人の子のアイディアからペットボトルで 
作ることになった。A君は前回の経験から、水が入らないようにと蓋にガムテープを貼っている。 
それを見ていた周りの子も彼の考えに賛同し、手伝いを始めている。 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
 A君は、四月生まれで考察力に長けているが自信が持てずリーダー性は発揮しにくく、リーダー格の子 
の意見に従い行動する姿が多かった。ペットボトルと蓋との境目ではなく、蓋の側面にだけ、ガムテープ 
を貼り付けていたので防水性はないと見てすぐわかったが、彼が初めてリーダー性を発揮して始めた行動 
を尊重したいという思いから、あえて助言はせず、彼の提案、行動を見守った。 
 

     平 保育園        
        ５歳児 きりん組  「 いかだ作り 」 

ここから水が入る
かもしれんから止
めとんや 

A君 
何しとん？ 

５歳児　きりん組 「いかだ作り」
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

タンポポハウス

４歳児　ふじ組 「カプラであそぼう!」
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

  なかすじ保育園    
        ４歳児 うさぎぐみ  「 大きな 砂山作ろう！ 」 

なかすじ保育園

４歳児　うさぎぐみ 「大きな　砂山作ろう！」
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考察（育ち・学び） 
・砂とさら砂、水から泥水など、物質、感触の変化、違いに気づき遊びが広がった。 
・友達と協力して作り上げる達成感を味わった。 

状況 経過説明 
 新しい大きなスコップを買ってもらったことにより、みんなが集まっての大きな砂山作りが始まる。最初は
個々に山や泥団子を作っていたが、一つの山が大きくなってきたこともあり、「入れて」「手伝ってあげる」な
ど友達が集まってくる。集まった子どもたちの中で自然に役割分担が生まれ、土を積む子、水を汲んで運ぶ子、
さら砂をかける子などに分かれ、どんどん砂山が大きく硬くなってきた。その様子を見ていた年長児も遊びに加
わりさらに大きな山になっていった。 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
・一人で作るよりみんなで作った方が大きくなり、楽しいことに気づかせた。 
・どうしたら山が大きくなるか？崩れないか？固くなるか？など 、失敗しながら今まで遊んできた砂遊びや泥ん 
こ遊び・泥団子つくりなどの遊びの中で問いかけ、気づき、遊びが広がるようにしていった。 

水もっといる？ 

水くんできて 

いいよ 

入れて 

  なかすじ保育園    
        ４歳児 うさぎぐみ  「 大きな 砂山作ろう！ 」 

こっちにさら砂 
かけるで 

もっと大きくしよう 

もっと もっと 

固くなったで 

大きくなって 
きたなぁ 
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

 東山保育園    
        １歳児 たんぽぽ組  「 夏のあそび 」 

  東山保育園    
        ３歳児 ばら組  「おたまじゃくしを育てよう」 

東山保育園

１歳児　たんぽぽ組 「夏のあそび」

３歳児　ばら組 「おたまじゃくしを育てよう」
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考察（育ち・学び） 
 ◎想像力・感性を育てる 
  ・指先を使っていろいろな感触を楽しむ経験は、脳の発達に大切である。 
 ◎手先を器用にする。 
  ・こねる、のばすなど、指先を細かく使うことで手先の器用さが育まれる。 
 ◎集中力が身につく 
  ・興味を持って遊び込む中で、自然と集中力が身につく。 
 ◎友だちとの関わり 
  ・保育士や友だちがしている姿をじっと見ていたり、真似してみたりしながらあそびの楽しさを味わう。 

 
   

状況 経過 
 素材の感触を手や指で楽しみ、段々と手の動きも大きくなってきたため、絵の具を使ってフィンガーペィン 
ティングを行った。紙いっぱいに手を動かし楽しんだり、友だちの様子を見たりしている姿が見られたため、 
体全体を使って思い思いにぬりたくり、友だちと一緒に楽しめる大きな紙を用意し、ボディペインティングを 
行った。 
  

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
 様々な感触あそびをする中で手・指の動きも大胆になってきたので、大きな紙を用意し、友だちや保育士と 
一緒にさらにダイナミックに遊べるようにした。友だちの遊んでいる姿を見せたり、保育者が一緒に楽しむこ 
とで“やってみよう“とする気持ちが持てるよう働きかけた。 

 東山保育園    
        １歳児 たんぽぽ組  「 夏のあそび 」 

あか。 

ぬりぬり 

ワァ～! 

おててにも赤がついたなあ。 
 

いっぱいぬりぬり、 
ペタペタしてみようか。 
 

いっぱいついたねえ。 
 

気持ちいいねえ。 
おもしろいなあ。 
 

いっぱいぬりぬりでき
たねえ。 
 

１歳児　たんぽぽ組 「夏のあそび」
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

  八雲保育園    
        １年生 ５歳児 さくら組 「 つながり学習 八雲保育園 由良川小学校  」 

    つながり学習八雲保育園由良川小学校  

八雲保育園

１年生 ５歳児 さくら組 「つながり学習　八雲保育園　由良川小学校」
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考察（育ち・学び） 
 子ども達は、それぞれに根拠を持って、調理する為の芋を選んでいる。その根拠の基にあるものは、これまで 
のさつま芋とのかかわりや、調理の体験である。選んだ後、保育者が「いくつになった？」と問いかけると、順 
に数え「８４」だと解答した。（実際は８７）その数で足りるのかどうかを確かめる為、Sちゃんは「小学生 
は何人？」と尋ねている。小学生の名前を出し合い、小学生の数より芋の数の方が多かった為、「これでＯＫ」 
と判断していた。 
発展 
・皮や煙について疑問を持った事は、次の活動の際、学びのポイントとなるであろう。 
 

状況 経過   １１月８日「つながり活動の芋を選ぼう！！」 
 １１日のつながり活動で調理する為の芋を、皆でより分けた。「大きい芋」「切りやすそうな芋」「紫芋」を 

選び、「小さい芋」「傷がある芋」「穴がある芋」は外し、自分達がふさわしいと思う芋を準備していた。 
全体の芋の数を数えたり、小学生の数を知る為に小学生の名前を順にあげたりの事前学習となった。 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境）  
 子ども達自ら、より分け準備する事で対象との関わりを深められると考える。又、芋の数と小学生の人数とを 
対応させたり、直接全体量を見る事で、実際の活動で芋を選ぶ時の手立てになると予想する。子ども達の言葉や 
姿によりそう事で「なぜ皮はむかないのか？」「ホットプレートでも煙が出るのか？」という新たな課題にもつ 
ながった。 

これ全部紫芋

小さいのはやめ
よう

煙は出るかな？

小学生は何人？

全部で８４

いくつになった？

ホットプレートで焼
くんだよ

黄色くなるの
が焼けた合図
だよ

めっちゃ黄色く
なってデンプン
が消えた

デンプンどこ
行ったん

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 

 活動後、ふり返りシートを考察して掲示し、翔太の疑問をクラスの皆にも発信した。デン 

プンの行方を子ども達と共に追いかけ、栄養士の解答に保育者自身も気付きを深めた。 

 

考察（育ち・学び） 
 １年生、園児共にそれぞれ「デンプン」についてのかかわりを深めながら、本時の活動に 
臨んでいる。その過程の中で、今回は紫芋がふくまれていた事により、溢れだす程のデンプ 
ンを目の当たりにし驚きと興奮につつまれた。それをきっかけに切り方や焼け方、味につい 
て紫芋と普通の芋を比較したり、色の変化を興味深く見たりし、感想を交流しあっている。 
色の変化に伴い、見えていたデンプンが消えてなくなった事は子ども達にとって不思議を 
感じる現象となった。活動後、園児は「デンプンどこいったん？」という言葉を栄養士にな 
げかけた。加熱よってデンプンが甘みへと変化した説明を受け、デンプンが消えた事と美 
味しかったこととをつなげて考えていた。 

状況・経過  事前学習  
発 見 

園児は「金曜日はカレーの日」の調理体
験でじゃが芋のべタつきに気付き「石け
んが出た」と表現 

研 究 

そのベタつき「石けん」について調べる
事で「デンプン」という言葉につながり、
デンプンが身体の中でエネルギーになる
事を知る。 

提 案 

教師が１年生に対して、今回の活動の下
準備として「さつま芋について調べてお
いてね」と投げかける。 

家庭とつながる 

Ｓ君が家庭でその事を発信した事により、
保護者が「デンプンのとり方」をネット
で調べ、Ｓ君に知らせると共 に、学校へ
も資料を持たせてくれた。 

対象とのかかわり 

 ①さつま芋をおろす   

 ②ガーゼでしぼる   

 ③乾燥させる 
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

 やまもも保育園    
        ５歳児 らいおん組  「凧揚げ」 

やまもも保育園

５歳児　らいおん組 「凧揚げ」
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考察（育ち・学び） 
・自然の風がない分、自分が思いきり走れば風が起き、凧が高く揚がるのに気づく。 
・友達と一緒に揚げることで「私も」「僕も」という気持ちになり、意欲・挑戦につながった。 

状況 経過説明 
 毎年、年長が製作として行う凧作り。昨年の年長が作るのを見ていて、憧れや期待をふくらませ、 
意欲を持ち作り上げた。部屋に飾ると「これ私の」「僕の」と嬉しそうに話す。 
作っている時から揚げに行くのを楽しみにしていたが、みんなで揚げに行こうと決めた日、天気が 
悪く、体育館の柔道場を借りる。 
凧をしならせ、糸の長さの調整を子どもと一緒に保育士が行う。 
今までの経験から、走ると揚がるのを知っている子どもたち。「やったぁ！」 
「あがった！」子どもたちは走り回る。友だちの高く揚がる凧。 

   

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
 自分が丁寧に作り上げた凧。思いきり凧揚げを楽しむ中で、風を感じて走り回り満足感を味 
わってほしい。 

 やまもも保育園    
        ５歳児 らいおん組  「凧揚げ」 

風ないのに、なんでそ
んな飛んだんかなぁ？

風もないのに○○くん
の高くあがったで

そのぶんめっちゃ早く
走ったからや

そうか
だから○○くんのよく
あがるんや
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 ルンビニ保育園    
        ５歳児 ふじ組  「 命を大切に  わたしたちは生きている」 

ルンビニ保育園

５歳児　ふじ組 「命を大切に わたしたちは生きている」
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考察（育ち・学び） 
・聴診器を使って友だちの心音や、お腹の中の赤ちゃんの心音を聞いたことで生きている音を実感できた。 
・看護師の言葉や実際に心音を聴いたことで、自分たちもお母さんのお腹の中にいたという事実を再確認したり。 
生まれてくる命を心待ちにする気持ちが芽生えた。 
 
 

赤ちゃん、 
お腹の中で動いとん
やで！ 

状況 経過 
 友だちの心音を聴診器で聴き関心をもった子どもたちは、おじいちゃんの心音やイヌやネコの心音はどんな音だ 
ろう？また、妊婦の看護師のお腹にいる赤ちゃんの心音はどんな音なんだろう？と興味がどんどん広がっていった。 
看護師の先生にお願いして赤ちゃんの心音を聴かせてもらえることになり、期待いっぱいの子どもたちの姿があった。 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
・聴診器を自分たちで扱えるよう配慮した。 

・看護師と関わる時間や実際に聴診器を使い、触れ合う機会をもった。 

・振り返りの中で、自分たちの体験を共有した。 

みんなもお腹の中に
いたんやで！ 

ちっちゃい音！ 

赤ちゃん！ 
早く出てきてほしい！ 

すごい！ 
聞こえた！ 

どこ？ 
 

 ルンビニ保育園    
        ５歳児 ふじ組  「 命を大切に  わたしたちは生きている」 

寒い！ 

寒い時に、どうしたら
暖かくなるんやろう？ 

寒いで走ってくる！ 

はぁ… 
 はぁ… 

考察（育ち・学び） 

・体を動かすことによって心臓の鼓動が異なるなど、自分の体の変化を知り、体のしくみに興味・関心を広げていく 
 きっかけとなった。 
・気付いたことや体験したことを、友だちや保育士に伝えあうことで知っていることを共有することができた。 

状況 経過説明 

 園庭あそびに外に出たが、寒いと言い出す姿がある。保育士から寒い時はどうしたら暖かくなるのかを問われ、走 

りに行き体を暖めに行く子どもの姿があった。数人のお友だちも真似て走り、体を動かし暖める姿がある。 

走った後に自分の心臓の鼓動の変化に気付き、担任や友だちに知らせたり、日々の生活の中で体験した鼓動の変化を 

思い出し伝え合う姿があった。 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
・体を動かすことで暖かくなることに気付くよう声をかけた。 

先生！胸がドキドキ
するで！ 
めっちゃ早いで！ 

発表会のセリフ言うと
きもドキドキ言うで！ 
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研修参加・ドキュメンテーション実施園

  うみべのもり保育所   
        ２歳児 にじ組  「 ピンクがほしい！ 」 

考察（育ち・学び） 

 友だちとの関わりの中で自分の思いを充分に主張し、思いを言葉で表現する力が育っている。自分の思いを
主張し、保育者に受け止められる経験を通して、相手の思いにも少しずつ気付き、全てが自分の思い通りにな
らないことにも気付き始めている。自分のことを信じ、見守ってくれる保育者に支えられながら、気持ちを立
て直していくようにもなってきている。 

状況 経過説明 
 年長、年中児との雪遊びの中で、ソリに乗せてもらい引いてもらった経験を思い出し、自分達も友だちを
乗せたり、友だちに乗せてもらうことを楽しんでいた２歳児の子ども達。最初は、お互いをソリに乗せ
合って遊んでいたＡとＹだが、いろんな色のソリがある中でも特に人気のある、１つしかないピンクのソ
リをめぐって２人の思いがぶつかった。 
 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
 ソリの数は、友だちとの関わりも持てるよう、多すぎたり少なすぎたりしないよう配慮し準備した。ピン
クは１つしかないことで、取り合いになるかも知れないことは予測されたが、すぐに仲裁するのでなく、危
険のないよう配慮しながら、お互いが自己主張する姿をあえて見守るようにした。ただ見守るだけでなく、
子どもの思いに共感し、受け止め代弁することで充分に自分の思いが出せるように関わり、自分の思いを出
すことが、相手の思いに気付くことにつながるよう意図して関わった。 

 

もピンク
がほしい！

いやや
Ｙちゃんの！

うみべのもり保育所

２歳児　にじ組 「ピンクがほしい！」
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他の色
混ぜてみる？

ちょっと
違う

もっと茶
色

入れる？

茶色と白
混ぜてみよ

あれ？
何か違う

黒入れてみよ

あっできた
これや

考察（育ち・学び） 
 自分達が試した２色の組み合わせでは、灰色はできず、絵の具の量を調節してみるが、それだけでは灰色にならない
ことに気付いた。保育者の言葉をきっかけに、３色目を混ぜることに気付き、失敗を振り返り、さらに探究しようとし
ている。同じ目的に向かい、自分の考えを伝えたり、相手の思いを受容しながら創意工夫し、新しい考えを生み出す喜
びを味わいながら、よりよいものにしていこうとする力が育っている。 
 

状況 経過説明 

 劇あそびで使う家作りをしている子ども達。灰色にぬりたいけれど灰色の絵の具はなく「灰色ってどうやって作る

ん？」と友だちに相談をもちかけ、灰色を作るにはどうしたらいいか、友だちと試行錯誤を始めた。まずは、クレパス

で色々な色を混ぜて試し、「茶色と白だ」という結論にいたり、実際に絵の具で作って試し始めた。実際に絵の具で作

ると、予想していた灰色とは異なり、「灰色作り」は難航してしまう。 
 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
 保育者が色を作ってしまったり、答えを出してしまうのでなく、子ども達が自ら考えたり試したり、話し合ったりす 

ることができるよう、子ども達の姿を認め、あえて見守るようにした。これまでの、あそびや生活の中での経験から、 

子ども達だけで色作りをすることが可能だと判断し、子ども達にまかせ様子を見ていたが、試行錯誤を続ける中、これ 

以上展開が進まない様子だったため、きっかけとなる声かけを行った。お互いの思いや考えを共有し、工夫したり協力 

する充実感を味わいながら、やり遂げることを意図し関わった。 

 うみべのもり保育所   
          ５歳児 やま組 「 灰色を作ろう！ 」 ５歳児　やま組 「灰色を作ろう！」
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  中保育所    
        ２歳児 ばら１組  「  氷の不思議さを感じる  」 

見せて～

お汁しか
ないやん。 

ちゃん、
、氷持ってきた
で！

せんせ～、
Ｋの氷がない～。

不思議やなあ… 
何でかなあ？ 

状況 経過説明  
 中庭で雪や氷で遊んでいる時、１人の子（K）が「氷を持って帰る」と言って部屋まで大事に持って入り、ナイロ
ン袋に入れていた。余程大事だったのか、そのナイロン袋を持ったまま遊戯室に遊びに行き、仲良しのお友だち(Ｍ）
に見せてあげようとした。しかし、その時に氷は溶けてしまっていてナイロン袋からは水だけが出てきたのであった。 
 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
 「氷や雪の特性や冷たさなど冬の自然を感じる」ことをねらいに中庭での外遊びをおこなった。ツララの存在に気
付き、冷たさや感触が味わえるよう言葉をかけたり、手渡してみたりした。「持って帰る」と子どもが言った時に、
子どもの思いを大切に関わり、溶けてしまうことは容易に想像できたが、それを経験することもよいだろうと思い、
ナイロン袋に入れて持っていく姿を見守った。暖かい室内で遊んでいるうちに氷が溶けてしまう不思議に対してもあ
えて答えは口にせずに、実体験を見守り「何でかな？」「不思議やなあ…」と思いに共感するようにした。 

 
  

考察（育ち・学び） 
①氷の特性（冷たさ、ツルツルした感触、割れる事など）を感じた。 
②「氷」が溶けて「水」になる不思議さに気づいた。 
③大切なものを友だちに見せてあげようとする。（伝えたい対象の広がり） 
④水が出てきた時、発見したことを自分なりの言葉で伝えようとしている。 
⑤「氷＝固まっている」「水＝液体｣という概念を理解し、違いを感じている。 
 

中保育所

２歳児　ばら１組 「氷の不思議さを感じる」
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  中保育所    
        ４歳児 ゆりぐみ 「とうもろこしの皮が浮いたよ」 

（このお船）浮かぶ
かな？

やってみよう！

浮いたぁ～！

でも途中（いっぱい載
とったけど）
浮いとったで！

そっと載せんからや！

さっきよりいっぱい載せ
とるけど沈まんで～！

そっとしたからや！

あっ・・・沈んだ。

なんで沈んだんか
なぁ～

いっぱい載せたから
かなぁ

考察（育ち・学び） 

・ささ船に載せた皮の枚数が同数でも、皮の積み方（載せ方）や力加減の違いで、浮いたり・沈んでしまったり 

 と結果が変わることに気付いた 

・トウモロコシのささ船と水との関係性の中で起こる事象に興味・関心をもち、自分なりに考えたことを試し確 

 信する 

状況 経過説明  
朝トウモロコシの皮むきをした時に出た皮で遊ぶ子ども達。すると一人の子が、皮の両端を両面テープで留めて 
ささ船を作った。船が水に浮いたことを喜んでいるところに他児が寄ってきて、更にトウモロコシの皮を船の上 
どんどん積み重ねていく。更に浮いた船の上から少し力を加えると全て沈み、浮かび上がってこなくなった。 
沈んだ皮を一旦全て引き上げ、今度は一枚一枚そっと重ねていった。 

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 

・以前子ども達がかぼちゃが水に浮いたことを経験していたので、浮き・沈みの遊びに発展するのでは？と考え、 

水の入った水槽を室内に準備した。 

・皮が沈んでしまった原因を自分達で予測したり、理解していることを試す質問をした。 

４歳児　ゆりぐみ 「とうもろこしの皮が浮いたよ」
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GO  

西乳児保育所

１、２歳児　こすもす組 「三輪車でGO！！」
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 舞鶴幼稚園    
   ５歳児 さくら組「さくら組の１３ちゃんだより・・・ザリガニの様子を思い出して表現してみよう」 

状況・経過  
 発表会にむけて「オタマジャクシの１０１ちゃん」に取り組んでいる。話の中にザリガニの場面があった。ザリ
ガニになりきって表現を楽しんでいたが、お話の中のザリガニはとてもこわそうだということに気がついた・・・
「こわそうってどんなふうにしてたっけ？」と保育者が問いかかけると、「うーん」と言葉が出てこなかった。そ
の後の保育者の言葉で、以前経験した舞幼まつりでの表現やドキュメンテーションなどの記録を思い出し、この会
話となった。舞幼まつりではザリガニを育てた経験を生かして、世話をして気づいたことや動きを体で表現するこ
とを発表した。   

考察（育ち・学び） 
・今までの生活の中で心動かしたことに触れながら感じたことや思ったことを表現に生かそうとしている。  
・状況に応じて言葉にして伝えようとしている。 
・春のことではあるがザリガニに対する気持ちが継続している。 
・保育者の言葉がけやドキュメンテーション等の掲示物で一人の学びや気づきが共有され、みんなの学びとなって 
 いる。    
・掲示物を興味をもって読んだり見たりすることで文字に対する関心が高まっている。 
 

 

これ見たら
わかるんちゃう あっ、これやで。

ザリガニは石の間に逃
げるって書いてあるわ

「ザリガニが怒った時
ハサミを上にあげます」
って言うとったん誰やっ
たっけ？

先生、それが書いてある
んどこ？

保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
春に世話をしていたザリガニの振り返りや気づきの記録があるということや舞幼まつりで表現したことに気付かせ
るように言葉をかけた。 

そういえば、舞幼まつりの
ザリガニ大作戦でみんなお
世話して発見したことを言
ってなかったっけ？

舞鶴幼稚園

５歳児　さくら組 
「さくら組の１３ちゃんだより・・・ザリガニの様子を思い出して表現してみよう」
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Ｋ：なんで逃げる
ん

考察（育ち・学び） 
・自分の思いを自分の言葉で伝えている。 
・自分の思いを伝え合い相手の思いに気づく経験になった。 
 クラスの中では言葉数が多いＫとＡであるが、全体としては自分の思いを言葉にして伝えることが少なく、いざこ
ざが少ないクラスである。このようにいざこざになってお互いの思いを言葉で伝え合う姿が他の幼児への刺激になっ
ていってほしい。 
 また、自分の思いがありながらも周りに流されがちな子たちも、自分の考えに自信を持って伝えられるようになっ
てほしい。先ずは、表現しやすいようにうれしい、楽しい気持ちを言葉にする機会をつくり、自分の思いが言えたこ
とを認めていく関わりを心がけていきたい。 

だって泥棒やんか

Ｋ．今日は泥棒ちゃう
のに

Ａ．だって昨日はしてたやん
か

：Ｋくんの話も聞いてあ
げないといけなかった

Ｈ：…

 舞鶴幼稚園    
   ４歳児 きく組「思いを伝える・思いに気づく」 

状況・経過 
 昨日警察ごっこをしている中で泥棒役をしていたＫ。この日も警察官になりきって遊ぶ子ども達３人はＫが泥棒
になっていると想定し、「泥棒やー」と追いかけまわっていた。Ｋが警察官になりきっている３人に「今日は泥棒
じゃない」と訴えるが、３人は聞く様子もなく行ってしまった。Ｋは泥棒のつもりではなかったが、ＡはＫが泥棒
だと思っており、そこに気持ちの行き違いがあった。Ｋが涙を流しながらＡに思いを伝えた。 
  
  保育者の関わり（ねらい、意図、環境） 
・状況を把握した後、お互いの気持ちをぶつけあえるように少し離れて見守った。 
・気持ちを伝え合うことはしているが、相手の気持ちに気づくことやどうすればよかったかを考えられる時間を警
察役の3人につくった。 
・言葉では表現しなかったHにも自分なりの言葉で気持ちを表現し伝えてほしかったが、そのための関わりが弱かっ
たのではないか。 

 
  

： ちゃんと 君を
止めなかった僕が悪
かった

：ストップって言わ
なかった僕が悪かっ
た。

どうしたの？

どうしたらよかっ
たのかな？

君だけが悪いの
かな？

４歳児　きく組 「思いを伝える・思いに気づく」


